
食品加工

用機械に

よる

34%

その他の

労働災害

66%

 
 
 
 

横浜南労働基準監督署 

横浜南労働基準監督署は、平成２６年８月に食料品製造業の事業場に対し、平成２５年１０月１

日から施行された食品加工用機械の安全対策実施状況について自主点検を実施しました。 

 １０２事業場から回答があり、その結果は次の通りです。 

 

 
※1 安全衛生推進者の専任義務があります。 

※2 安全管理者、衛生管理者及び産業医の選任義務があります。 

 

１ 平成２０年以降の労働災害の発生状況について（休業４日以上） 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
平成２０年以降に２８％の事業場で労働災害が発生しており、そのうち３４％が食品加工用機械

に起因した災害となっています。 

 

 

30%

49%

10%

11%

回答事業場の労働者規模

１０名未満

１０名以上５０名未満

５０名以上１００名未満

１００名以上

※1

※2

災害有り
28%

災害無し
72%

災害有り

の内訳 

食料品製造業における食品加工用機械の安全対策に係る自主点検結果  



 ２ 食品加工用機械設置の有無 

 

 

３ 食品加工用切断機・切削機（スライサーなど）について 

（１）食品加工用切断機・切削機（スライサーなど）設置の有無 

 

 

（２）機械の刃の切断に必要な部分以外には覆い・囲い等がありますか？ 

 

  

 

有

65%

無

35%

有

46%無

54%

可動式を

含め覆

い・囲い

等がある

86%

覆い・囲

い等がな

い

8%

無回答

6%

留意事項 平成 25年 4月 12日付基発第 0412第 13号通達（以下「13号通達」という） 
 
「覆い・囲い等」の「等」には、光線式安全装置が含まれること。 



（３）（２）で覆い・囲いがあると回答した事業場においては、当該覆い・囲いにインターロック機構

を設置していますか？ 

 

 

 

 

 

 

（４）機械に原材料を送給し、又は取り出す場合に機械の運転を停止していますか? 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設置

22%

未設置

78%

62%13%

13%

7%
5%

運転を停止している

作業者に用具を使用させて

いる

原材料の送給や取り出しは

自動である

いずれの措置もしていない

無回答

複
数
回
答
可

留意事項 「13号通達」 
 
「覆い・囲い」を取り外し、又は開放している間は、機械を起動できないようにインター
ロック機構を設けることが望ましいこと。 

留意事項 「13号通達」 
 
用具に含まれるもの 
①可動部分との接触を防止することが出来る大きさ及び形状の押し板及び取出し器具 
（機械に附属する専用のものがある場合には、これを他の用具に代替することは適当でな
い。） 

②手動で送給する装置で可動部分との接触を確実に防止できるもの 
③両手操作式制御装置 
④金属製又は特殊な化学繊維製の保護手袋（機械の危険性に応じて有効なものを選択） 



４ 食品加工用粉砕機・混合機（ミキサー・ミルなど）について 

（１）食品加工用粉砕機・混合機（ミキサー・ミルなど）設置の有無 

 

 

（２）機械の開口部から転落することによる危険がある部分には、蓋、囲い等がありますか？   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有

57%

無

43%

蓋・囲い

等がある

59%

蓋・囲い

等がない

19%

無回答

22%

留意事項 「13号通達」 
 
①「開口部」には、転落のおそれのある開口部だけでなく、機械の可動部分を囲う容器の
開放されている部分を含め、それを経由して労働者の身体の一部が機械の可動部分に届
く場合の当該開口部が含まれること。 

 
②「蓋、囲い等」の「等」には、高さ９０センチメートル以上の柵、可動式ガード及び光
線式安全装置が含まれること。 

 
③「危険がある部分」に含まれないものは、次のア～ウのいずれにも該当するもの 
ア 機械の駆動力が、労働者の自らの力で回転を止めることができ、労働者の身体の一部
が接触しても、労働者の身体を負傷させるに至らない程度であること。 

 
イ 機械の駆動速度が、労働者の身体の一部が接触しても、労働者の身体を負傷させるに
至らない程度であること。 

 
ウ 機械の可動部分の形状が、鋭利でないこと。 



（３）（２）で蓋・囲いがあると回答した事業場においては、当該覆い・囲いにインターロック機

構を設置していますか？ 

 
 

 

 

 

 

 

（４）機械に原材料を送給し、又は、内容物を取り出す場合に機械の運転を停止していますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

設置

27%

未設置

73%

55%

12%

5%

12%

9%

2%
5% 運転を停止している

作業者に用具を使用させている

ホールド・ツゥ・ラン制御装置

を設けている
原材料の送給や内容物の取り出

しは自動になっている
労働者が巻き込まれた時に離脱

が容易な構造になっている
いずれの措置もしていない

無回答

複
数
回
答
可

留意事項 「13号通達」 
 
「蓋・囲い」を取り外し、又は開放している間は、機械を起動できないようにインター
ロック機構を設けることが望ましいこと。 

 

留意事項 「13号通達」 
 
①用具に含まれるもの 
ア 可動部分との接触を防止することのできる大きさ及び形状のトレイ及び柄杓 
（機械に附属する専用のものがある場合には、これを他の用具に代替することは適当でない。） 

イ 可動部分の形状が鋭利でない機械に備え付けられたホールド・ツゥ・ラン制御装置であって、
労働者の身体の一部が接触しても負傷しない程度まで回転速度を下げて運転させることがで
きるもの 

 
②食品加工用粉砕機・混合機は、万が一、労働者の身体の一部が巻き込まれた場合に、離脱が容
易な構造とすることが望ましいこと。 



５ 食品加工用ロール機（原材料の圧延機など）について 

（１）食品加工用ロール機（原材料の圧延機など）設置の有無 

 

 

（２）機械の危険がある部分には覆い、囲い等がありますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有

18%

無

82%

覆い・囲い

等がある

69%

覆い・囲い

等がない

26%

無回答

5%

留意事項 「13号通達」 
 
①「危険のある部分」に含まれないものには、労働者が自らの力で回転を止めることがで
き、労働者の身体の一部が接触しても、労働者の身体を負傷させるに至らない程度であ
る場合があること。 

 
②「覆い、囲い等」の「等」には、可動式ガード、光線式安全装置及び作業を行う労働者
が自ら操作できる急停止装置が含まれること。 

  ただし、急停止装置を設ける場合には、原材料の送給に必要な箇所を除き、覆い又は
囲いを設ける必要があること。 

 
 



（３）（２）で覆い・囲いがあると回答した事業場においては、当該覆い・囲いにインターロック

機構を設置していますか？ 

 

 

 

 

 

 

（４）万が一、労働者の身体の一部が巻き込まれた場合に、離脱が容易な構造としているか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設置

31%

未設置

69%

している

17%

していない

83%

留意事項 「13号通達」 
 
「覆い・囲い」を取り外し、又は開放している間は、機械を起動できないようにインタ
ーロック機構を設けることが望ましいこと。 

 

留意事項 「13号通達」 
 
食品加工用ロール機は、万が一、労働者の身体の一部が巻き込まれた場合に、離脱が容 

易な構造とすることが望ましいこと。 
 



 

６ 食品加工用成形機・圧縮機（おにぎり成形機、マカロニ押し出し機など）について 

（１）食品加工用成形機・圧縮機（おにぎり成形機、マカロニ押し出し機など）設置の有無 

 
 

（２）機械の危険がある部分には覆い、囲い等がありますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有

17%

無

83%

覆い・囲

い等があ

る

59%

覆い・囲

い等がな

い

41%

留意事項 「13号通達」 
 
①「危険のある部分」に含まれないものには、機械の駆動力が、労働者の身体の一部が接
触しても、労働者の身体を負傷させるに至らない程度である場合があること。 

 
②「覆い、囲い等」の「等」には、可動式ガード、光線式安全装置及び両手操作式制御装
置が含まれること。 

 



（３）（２）で覆い・囲いがあると回答した事業場においては、当該覆い・囲いにインターロック

機構を設置していますか？ 

 
 

 

 

 

 

７ その他 

（１）食品加工用機械について法令で覆い・囲い等の設置義務が新しく定められたことを知って

いますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

設置

40%

未設置

60%

知ってい

る

39%

知らない

33%

無回答

28%

留意事項 「13号通達」 
 
「覆い・囲い」を取り外し、又は開放している間は、機械を起動できないようにインタ
ーロック機構を設けることが望ましいこと。 



（２）覆い・囲い等が未設置の場合、今後どのようにする予定ですか？ 

 

 

（３）メーカーから、食品加工用機械の法令改正について連絡がありましたか？ 

 

 

（４）メーカーから覆い・囲い・インターロック装置の設置について、相談、改修などの対応を

してもらえますか？ 

 

メーカー等

と対応検討

中

41%まだ検討し

ていない

59%

有

13%

無

46%連絡がとれ

ない

6%

無回答

35%

対応しても

らっている

28%

無回答

72%


